
旧江の島水族館跡地の用地取得
取りやめの経過等について説明

議員全員協議会を開催

ふじさわ市議会だより№204
平成24年（2012年）１月25日

�

議議 案案
〇
藤
沢
市
地
方
卸
売
市
場
業
務

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
卸
売
市
場
法

の
規
定
に
基
づ
き
公
設
市
場
と

し
て
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す

る
た
め
、
生
鮮
食
料
品
流
通
の

円
滑
化
と
市
民
の
食
生
活
安
定

を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
青
果
物
の
流
通

業
界
を
取
り
巻
く
急
激
な
社
会

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
現
在

の
市
場
機
能
は
維
持
し
た
上
で
、

卸
売
会
社
で
あ
る
湘
南
青
果
株

式
会
社
が
平
成
二
十
四
年
度
か

ら
開
設
者
と
な
る
こ
と
で
協
議

が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
。

【
施
行
日
】
平
成
二
十
四
年
四

月
一
日

〇
財
産
の
譲
渡
に
つ
い
て

こ
の
議
案
は
、
藤
沢
市
地
方

卸
売
市
場
を
平
成
二
十
四
年
度

か
ら
民
営
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、

開
設
者
の
地
位
を
承
継
す
る
湘

南
青
果
株
式
会
社
に
同
市
場
内

の
施
設
等
を
無
償
譲
渡
す
る
も

の
。

【
譲
渡
す
る
財
産
】

藤
沢
市
稲
荷
五
百
二
十
番
地

藤
沢
市
地
方
卸
売
市
場
内
の
関

連
棟
な
ど
十
七
の
建
物
及
び
工

作
物

【
譲
渡
の
時
期
】

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

〇
藤
沢
市
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
六
十
三
年
に
社
会
教
育
関
係

団
体
の
活
動
拠
点
と
し
て
開
設

し
た
が
、
平
成
十
五
年
四
月
に

現
在
の
旧
防
災
セ
ン
タ
ー
（
旧

南
消
防
署
）
の
建
物
に
移
転
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
建
物
は
、
も
と
も
と
こ

の
区
域
の
地
区
計
画
に
お
い
て
、

奥
田
公
園
の
整
備
と
デ
ッ
キ
工

事
に
あ
わ
せ
、
取
り
壊
し
て
多

目
的
広
場
に
す
る
計
画
で
あ
っ平成24年度からの民営化に向けて整備が進む地方卸売市場

た
が
、
十
年
間
の
暫
定
使
用
と

し
て
地
元
自
治
会
の
了
解
を
得

て
、
現
在
ま
で
学
習
文
化
セ
ン

タ
ー
と
し
て
使
用
し
て
き
た
。

今
回
、
暫
定
使
用
期
間
の
満

了
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
二
十

三
年
度
末
を
も
っ
て
学
習
文
化

セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
当
初
の

地
区
計
画
に
基
づ
い
て
、
施
設

の
取
り
壊
し
及
び
多
目
的
広
場

の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

【
施
行
日
】
平
成
二
十
四
年
四

月
一
日

〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問
　
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
の

廃
止
に
つ
い
て
、
非
常
に
困
惑

し
て
い
る
と
の
声
も
聞
く
が
、

利
用
団
体
と
は
ど
の
よ
う
に
話

し
合
っ
て
き
た
の
か
。
ま
た
、

か
わ
り
と
な
る
活
動
場
所
の
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答
弁
　
九
月
定
例
会
の
こ
ど
も

文
教
常
任
委
員
会
に
お
い
て
報

告
を
行
っ
た
後
、
直
ち
に
各
利

用
団
体
の
代
表
者
に
対
し
、
こ

の
間
の
経
緯
と
学
習
文
化
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
に
つ
い
て
書
面
で

お
知
ら
せ
を
し
た
。
そ
の
後
、

個
別
に
、
よ
り
詳
細
な
説
明
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後

の
活
動
場
所
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
市
内
公
共
施
設
の
利
用
案

内
を
も
と
に
説
明
を
行
う
な
ど
、

丁
寧
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

〇
善
行
地
区
に
お
け
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業
用
地
取

得
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

の
調
査
経
費
の
追
加
に
つ
い
て

の
決
議
に
つ
い
て

こ
の
議
案
は
、
善
行
地
区
に

お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
事
業
用
地
取
得
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て

い
る
事
項
の
調
査
に
際
し
、
今

後
、
さ
ら
に
証
人
喚
問
を
行
う

な
ど
調
査
を
進
め
る
た
め
、
調

査
経
費
を
三
百
八
万
六
千
円
追

加
し
、
五
百
九
十
五
万
四
千
円

以
内
と
す
る
こ
と
を
決
議
す
る

も
の
。

議
員
全
員
協
議
会
は
、
十
一

月
二
十
八
日
と
十
二
月
九
日
に

開
催
さ
れ
、
十
一
月
二
十
八
日

は
片
瀬
江
ノ
島
駅
前
地
区
再
整

備
計
画
に
つ
い
て
、
十
二
月
九

日
は
公
用
車
の
公
務
外
使
用
等

新
聞
報
道
の
件
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
説
明
を
受
け
、
こ
れ
ら
に

対
し
質
疑
を
行
っ
た
。

〇
片
瀬
江
ノ
島
駅
前
地
区
再
整

備
計
画
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

１
本
計
画
に
含
ま
れ
る
旧
江
の

島
水
族
館
跡
地
の
用
地
取
得
取

り
や
め
の
経
過
に
つ
い
て

旧
江
の
島
水
族
館
跡
地
に
つ

由
に
よ
る
が
、
事
務
処
理
上
不

適
切
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
事
業

計
画
策
定
の
際
の
関
連
部
局
と

の
調
整
不
足
や
、
関
係
者
を
初

め
地
域
の
意
見
を
聞
か
ず
に
作

成
し
て
い
た
こ
と
は
、
配
慮
に

欠
け
て
い
た
。

こ
う
し
た
計
画
策
定
の
際
の

手
続
の
不
備
や
本
計
画
の
具
体

化
に
は
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る

こ
と
を
地
権
者
に
説
明
し
、
協

議
し
た
結
果
、
当
該
地
の
取
得

に
関
す
る
協
議
を
白
紙
に
戻
す

こ
と
と
し
、
市
と
し
て
、
十
月

二
十
六
日
に
先
行
取
得
取
り
や

め
を
決
定
し
、
十
月
三
十
一
日

に
土
地
開
発
公
社
に
通
知
し
た

も
の
で
あ
る
。

２
片
瀬
江
ノ
島
駅
前
地
区
再
整

備
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

本
計
画
の
当
初
計
画
は
、
都

市
再
開
発
方
針
を
踏
ま
え
、
片

瀬
江
ノ
島
駅
周
辺
の
課
題
を
整

理
し
、
一
号
市
街
地
の
う
ち
の

約
三
�
に
つ
い
て
、
①
交
通
結

節
機
能
を
改
善
し
、
回
遊
性
を

確
保
②
災
害
に
強
い
市
街
地
形

成
③
観
光
と
健
康
の
融
合
④
海

洋
文
化
の
発
信
拠
点
⑤
低
炭
素

で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
⑥
湘

南
の
中
心
に
ふ
さ
わ
し
い
ゆ
と

り
の
歩
行
空
間
確
保
―
―
以
上

六
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
本
に
、

交
通
広
場
と
二
つ
の
再
開
発
ビ

ル
を
計
画
す
る
市
街
地
再
開
発

事
業
と
し
て
構
想
案
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
変
更

計
画
は
、当
初
計
画
を
も
と
に
、

津
波
対
策
本
部
機
能
等
を
強
化

し
た
内
容
に
変
更
し
、
計
画
区

域
の
一
部
に
先
行
整
備
地
区
を

設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
コ
ン

セ
プ
ト
②
の
「
災
害
に
強
い
」

を
「
津
波
災
害
に
強
い
」
に
変

更
し
、
さ
ら
に
別
途
事
業
と
し

て
複
合
拠
点
機
能
ビ
ル
を
再
開

発
事
業
に
加
え
た
。

今
回
、
旧
江
の
島
水
族
館
跡

地
を
取
得
し
な
い
こ
と
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
当
該
地
に
か
か

わ
る
計
画
は
修
正
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
今
後
と
も
、
地
域
の

方
々
に
事
業
計
画
で
示
し
た
コ

ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
説
明
し
、

課
題
解
決
に
向
け
て
話
し
合
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

時
に
ま
と
め
た
当
初
計
画
と
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け

て
具
体
化
し
た
津
波
避
難
対
策

も
含
む
変
更
計
画
は
、
と
も
に

作
成
に
時
間
が
か
か
り
、
そ
れ

ぞ
れ
六
月
初
旬
と
下
旬
に
起
案

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
起
案
文
書
に
つ
い
て
は
、
当

初
計
画
は
お
お
む
ね
の
考
え
方

が
一
月
に
了
解
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
起
案
日
を
一
月
十
一

日
、
決
裁
日
を
一
月
二
十
日
と

し
、
変
更
計
画
に
つ
い
て
も
、

お
お
む
ね
の
考
え
方
が
四
月
に

了
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

起
案
日
を
四
月
七
日
、
決
裁
日

を
四
月
十
三
日
と
し
た
。

そ
の
後
、
八
月
末
に
先
行
取

得
依
頼
を
土
地
開
発
公
社
に
提

出
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
つ
の
計
画
書
の
起
案
日
等

を
事
実
と
異
な
る
日
付
と
し
た

の
は
、
も
と
も
と
一
号
市
街
地

の
方
針
等
が
あ
り
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
お
お
む
ね
了
解
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
事
業
計
画

に
つ
い
て
十
分
に
練
っ
た
こ
と

を
文
書
上
に
残
し
、
体
裁
を
整

え
て
お
き
た
か
っ
た
と
い
う
理

い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月

上
旬
に
、
国
土
利
用
計
画
法
の

届
け
出
に
よ
り
開
発
計
画
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
地
権
者
に
土

地
利
用
計
画
の
意
向
を
聞
き
取

っ
た
。
そ
の
後
、
三
月
中
旬
に

市
内
部
で
検
討
す
る
中
で
、
二

年
に
定
め
た
都
市
再
開
発
の
方

針
に
、
一
号
市
街
地
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
片
瀬
地
区
の
目

標
等
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
新

総
合
計
画
の
実
施
計
画
事
業
に

湘
南
江
の
島
魅
力
ア
ッ
プ
事
業

を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

用
地
取
得
も
視
野
に
入
れ
、
交

渉
を
進
め
た
。
さ
ら
に
、
東
日

本
大
震
災
を
受
け
、
津
波
避
難

対
策
も
計
画
に
位
置
づ
け
る
方

向
で
協
議
を
行
い
、防
災
機
能
、

観
光
の
活
性
化
、
海
洋
文
化
の

発
信
の
複
合
拠
点
と
い
う
市
の

計
画
を
確
認
し
、
四
月
二
十
日

ご
ろ
先
行
取
得
の
意
思
を
決
定

し
た
。

そ
の
後
、
計
画
建
築
部
が
用

地
の
先
行
取
得
依
頼
に
必
要
な

事
業
計
画
に
つ
い
て
、
よ
り
具

体
的
な
計
画
書
を
作
成
し
た
が
、

新
総
合
計
画
の
実
施
計
画
策
定

平
成
２４
年
４
月
１
日
か
ら
民
営
化
に

急
激
な
社
会
変
化
へ
の
対
応
を
図
る

議会を傍聴しませんか
閉会中に開催する諸会議は、下の日程表のとおり開催す

る予定です。
なお、２月定例会の日程は、２月執行予定の市長選挙後

に決定しますので、下記へお問い合わせください。
［問合せ］議会事務局議事課

�0466－25－1111 内線5621～2
FAX 0466－24－0123

会　　議　　名

藤沢都心部再生・公共施設再整備特別委員会

善行地区における地域コミュニティ活動
事業用地取得に関する調査特別委員会

行政改革等特別委員会

開 催 日

１月３１日（火）

２月３日（金）

２月１７日（金）

開会時刻

０９：３０

０９：３０

０９：３０

閉会中に開催する諸会議

・
井
上
廣
男
氏
（
長
後
在
住
）

・
石
橋
由
喜
惠
氏（
遠
藤
在
住
）

・
伊
藤
喜
文
氏
（
湘
南
台
三
丁

目
在
住
）
が
当
選
し
た
。

ま
た
、
同
補
充
員
と
し
て
、

・
上
浦
孝
彦
氏
（
亀
井
野
三
丁

目
在
住
）

・
熊
倉
旨
宏
氏
（
遠
藤
在
住
）

・
古
橋
宏
造
氏
（
鵠
沼
橘
二
丁

目
在
住
）

・
大
塚
洋
子
氏
（
大
庭
在
住
）

が
当
選
し
た
。

任
期
は
二
十
七
年
十
二
月
二

十
一
日
ま
で
の
四
年
間
。

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
二
月
定
例
会

に
お
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
候

補
者
と
し
て
の
推
薦
に
同
意
さ

れ
た
者
の
一
人
が
急
逝
し
た
こ

と
か
ら
、
新
た
な
候
補
者
を
推

薦
す
る
た
め
、
議
会
の
意
見
を

求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

・
西
川
雅
子
氏
（
新
規
推
薦
、

湘
南
台
一
丁
目
在
住
）

任
期
は
二
十
四
年
四
月
一
日

か
ら
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
三
年
間
。

〇
藤
沢
市
情
報
公
開
審
査
会
委

員
の
委
嘱
に
つ
い
て

藤
沢
市
情
報
公
開
審
査
会
委

員
の
任
期
が
、
平
成
二
十
四
年

〇
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い

て
藤
沢
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
同
補
充
員
が
、
平

成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
新
た
な
委
員
に
つ

い
て
、
議
会
で
選
挙
を
行
う

も
の
。

選
挙
の
結
果
、
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
と
し
て

・
水
嶋
正
夫
氏
（
湘
南
台
二

丁
目
在
住
）

一
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た

な
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
求

め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

・
青
木
孝
氏
（
再
任
、
横
浜

市
在
住
）

・
小
澤
弘
子
氏
（
再
任
、
鎌

倉
市
在
住
）

・
中
津
川
彰
氏
（
再
任
、
弥

勒
寺
三
丁
目
在
住
）

・
安
冨
潔
氏
（
再
任
、
鎌
倉

市
在
住
）

・
山
田
惠
里
可
氏
（
再
任
、

茅
ヶ
崎
市
在
住
）

任
期
は
二
十
四
年
二
月
一

日
か
ら
二
十
六
年
一
月
三
十

一
日
ま
で
の
二
年
間
。

の
選
挙
を
執
行

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
同
補
充
員

藤
沢
市
地
方
卸
売
市
場

会派の変更
１月１１日付けで会派の変更が
ありました。

新会派結成

「神奈川ネットワーク運動・藤沢」
・青木　仁子

会派名及び所属議員の変更

「民主・社民」

（旧民主・社民ネット）
・大矢　　徹　・佐藤　清崇
・高橋　八一　・竹村　雅夫
・永井　　譲　・三野由美子
・柳田　秀憲　・脇　　礼子


